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胸型 で 早期死亡の 危検が大で ある .
い ずれの 場合

も来院時の 全身状態が い か に 重代 で も的確な処握

に より救命可能な場合が あり ,
逆 に 一 見女定 して
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な ければなら な い . 柄雁 及び臨床所見か ら速やか
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;:を機を失 せ ずに実施

する こと が重安で ある .

4 急性 A型大動脈解離に対する治療成績の検

討

山本和男・菊地千鶴男・田中佑登司
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大動脈角納経の 治療成績を検討 した .
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搬送 された.

ト別技, 卜肢)

【治療方針】
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を計 7 例 に認め た .
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解離の た め手術 した . 3 例 で は
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【結 果】 手 恥:);1
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6 % ) . こ の うち重安臓器虚[(lL の 7 例巾 5 例 が
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市要臓 器虚伯L の な い 3 8 例 で は 2 11/Ej

の 死 L で あ っ た . 全体の 6 2 例 rF[ で は 1 5 例( 2 4 % )

の 病院3iヒで あ っ た .

5 当院にお ける 災害救護訓練

―赤十字病院としてのとりくみ―

内藤万砂文・宮村治男

艮桐亦十字塙院救命救急セ ンタ
ー

赤十字 榊;完に お い て は ｢ 災害時にお けるl矢療活

動+ が重要 な業務で あり ,
災害時に は直ち に救i漫

Eu: を現地に 派遣する こ とと
,
傾柄省の I受け 人れ体

制の 確立が求め られて い る . 今[[jT花 々 が行 っ て い

る救護訓練 ･ 研修や;i
,

け 人れ.1=,Jfr練を紹介する こと

で
, 訓練の 必要件を卦調 した い .
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